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を得ている O すなわち、 FCは高齢雄では繁殖後期に、一才雄では初期によく起こること、同じ雄でもFC
を状況に応じ行っていること、 FCにより即座かっ顕著な繁殖回数の増加はなく、 FCが雄の体調の改善に
寄与すると考えられることである。このようなFCも各個体の生涯繁殖成功を高める上で機能すると考察
しているO また、本種での雌雄の潜在的繁殖速度の違いによる実行性比の逆転と雌雄の役割の関係も明瞭
に示している。本論文での結論は、長期間に及ぶ多くの識別個体に基づいた資料を厳密に統計処理した結
果に基づいており、その多くが十分な説得力を持つO
以上のように本論文は、繁殖戦略の研究に生活史の中での資源投資配分の観点を導入することの有用性
を明白に示しており、動物の繁殖戦略の研究に対する貢献度は高いと評価できる。よって、博士(理学)
の学位を授与するに値するものと審査した。
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